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１．建替えの必要性について
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• 現病院（昭和58・59年～現在）
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施
設
概
要

敷地面積 約2.9ha（看護師宿舎等含）
延べ床面積 約23,562㎡（病院本体）
病棟（昭和58年）
中央診療棟・外来診療棟（昭和59年）
駐車場（368台）
院内保育所、看護師宿舎

病床数 417床

指定、
承認
等

災害拠点病院
地域周産期母子医療
センター
地域がん診療連携拠
点病院
救命救急センター
地域医療支援病院

診療科 26科

患者数

外来
約1,000人/日

入院
約350人/日



老朽化 建築年数 36～37年経過
・雨漏りや壁のクラックが増えている
・排水管の腐食などにより、下階に排水が漏れる

狭隘化 診察室・待合室等
・15科→26科に増やした診察室は、パーテー
ションで区切っているため、プライバシーが確
保できない

・手術室を増やしたり、機器の大型化により、収
納スペースが足りない

病室
・患者一人当たりの病室床面積が、医療法施行規
則では6.4㎡以上、療養環境上は8㎡以上に対し
て、5.3㎡（旧基準）のため、ベッド間のスペー
スが狭く、転落や躓き、超音波診断装置等の使
用、プライバシー確保等への対応が難しい

廊下等
・病棟内の収納が少ないため、廊下に車いすなど
置かざるを得ない

機能分
散

・救命救急センターや重症病床の増床、ＭＲＩ室
心カテ室等の増築などにより、診療機能が分散
し、効率的な治療ができない

• 建て替えの必要性
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• 公立病院の建替え状況

6

藤沢市民病院
完成：平成30年7月
病床数：536床
敷地面積：約4万4千㎡
駐車場：338台（敷地内）

厚木市立病院
完成：平成28年11月
病床数：347床
敷地面積：約1万8千㎡
駐車場：180台（敷地内）

茅ヶ崎市立病院
完成：平成16年（平成30年増築）
病床数：401床
敷地面積：約1万8千㎡
駐車場：269台（敷地内）

平塚市民病院
完成：平成31年3月
病床数：416床
敷地面積：約1万9千㎡
駐車場：272台（敷地外）



２．建設地を現地としたことについて
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• 小田原市立病院再整備基本構想（H30.12）
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＜新病院の建設場所＞

新病院の建設は、大規模な基幹病院の建て替えとなるため、
土地利用上の制約、道路の整備状況、周辺環境への影響等、
どの地域を想定しても課題が存在することが分かりました。

これらを踏まえ検討した結果、市立病院は開設時から当地
に立地しており、市民に馴染みがある上、市民の利便性、
医療従事者等人材確保等の観点から、まずは現地建て替え
から検討を進めていくこととしました。

今後、都市計画法をはじめとした、土地利用規制との整合、
周辺環境への影響、交通アクセス等の検討を進め、現地建
て替えの可否を見極めたうえで、基本計画を策定します。



• 病院建設地としての現地の評価
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●地域の基幹病院として十分な機能が発揮できること（施設+医療従事者+患者）
●できるだけ早期に開業できること

建設地に求める要件 現地の評価（利点）

敷地面積 ・400床程度の病床を有する規模の病院が建設できるか？
・患者が利用する駐車場が十分に確保できるか？
・医療環境の変化等に伴う設備・機器の増設に対応できるか？

►全体で29,000㎡の一団の土地
があるので対応できる

アクセス ・患者・医療従事者のアクセス利便性が優れているか？
（現在医師の3割が東京横浜川崎から通勤している状況などを踏まえ、
医療従事者の確保の面からは、できるだけ小田原駅至近が有利）

►県道74号(都市計画道路）沿道
►２本の私鉄駅から徒歩圏
►小田原駅から路線バスが高頻
度

救急搬送 ・救命救急センター、地域周産期母子医療センターが有効に
機能するか？

（年間約6千人の重篤患者等の救急搬送を24時間・365日体制で受入）

►市内各所からの救急患者の搬
送時間が適正である

防災性 ・災害拠点病院として有効に機能するか？
（災害拠点病院の指定要件に敷地内へのヘリポート設置がある）

►病院敷地内へのヘリポート設
置と実用的な飛行経路が確保で
きる

実現性 ・できるだけ早期に開業できるか？ ►新たな用地取得を要せず、既
存施設も活用できる
►道路の付替えにより工期に影
響する段階的な建設工事は不要



• 敷地等面積

10

自治体病院名 病床数 敷地等面積 駐車台数

平塚市民病院 ４１６床
約29,000㎡

敷地外駐車場含む
約518台

（外来272台）

茅ヶ崎市立病院 ４０１床 約18,000㎡ 外来269台

厚木市立病院 ３４7床 約18,000㎡ 外来180台

藤沢市民病院 ５３６床 約44,000㎡ 外来338台

（新）小田原市立病院 約４００床
約29,000㎡

アプローチ道路含む
約420台

（外来295台）



• アクセス
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足柄駅から650ｍ
（徒歩9分）

井細田駅から420ｍ
（徒歩５分）

小田原駅から路線バス
（６本/1時間・昼間）

小田原市立病院



• 救急搬送
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救急車両の走行時間図

市内で最も救急搬送
に適している場所は、
飯泉入口交差点周辺

小田原市立病院



• ヘリポート
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この区域内に、突出物件や制限物件（高圧送電線
や鉄道、高速道路など）がない場所

２方向以上の飛行経路が確保できる
場所（強い追い風では着陸不可）



• ヘリポート（突出物件・制限物件の状況）
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小田原市立病院

JT跡地



３．現地での課題と対応について
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• 病院周辺まちづくりの課題
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久野川橋際交差点

市立病院前交差点

市役所入口交差点

9時台の入場ピーク時に県道が混雑する

退出車が滞留すると歩行者が歩けない
１回の青信号では滞留車両が退出できない

周囲に地域住民が憩える公園等がない

生活道路が狭隘である
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IN

OUT

駐車場混雑時は
この辺りまで渋滞

• 入場ピーク時（9～10時）の交通状況



駐車場
94台

入場交通量ピーク（9時～10時）
1時間当たり 222台

入場

出場

県道

• 各ピーク時交通量

出場交通量ピーク時（11時～12時）
1時間当たり 167台
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県道の交通量ピーク時（16時～17時）
1時間当たり 1,202台



久野川橋際交差点

新設道路

180ｍ

新交差点

至 市役所入口交差点
190ｍ

小田原市立病院• 交通対策（駐車場入場位置の変更）

入場位置を適正な信号交差点間隔
（150ｍ以上）とすることにより
交通の流れが良くなる

80ｍ
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新交差点

43ｍ

38ｍ

車道9.95ｍ

小田原市立病院
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• 交通対策（右折車線の設置）

・ピーク時に対応する右折レー
ンを設置

・一回の青信号で右折可

ピーク時に対応する右折レー
ン長の設置と、適正な信号サイ
クル長とすることにより、交差
点付近の渋滞が抑制される



小田原市立病院

新交差点

県道74号➡新設道路に右折する交通量
ピーク時（9時～10時）
1時間当たり 113台

【1信号サイクル当たり 平均4台】

県道74号➡新設道路に左折する交通量
ピーク時（9時～10時）
1時間当たり 130台

【１信号サイクル当たり 平均4台】

新交差点

新設道路➡県道74号に右折する交通量
ピーク時（11時～12時）
1時間当たり 93台

【1信号サイクル当たり 平均3台】

新設道路➡県道74号に左折する交通量
ピーク時（11時～12時）
1時間当たり 95台

【1信号サイクル当たり 平均3台】

新設道路 新設道路

• 新病院開院後のピーク時の交通量予測
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• 交通対策（駐車台数）

368台

新病院

420台



• 地域に貢献できる空間整備のイメージ
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※基本設計等により変更する場合があります。

・周辺住民も利用できる広場を設置
・災害時の避難場所としても活用

・病院進入口の変更
・信号処理
・右折車線の設置

久野川橋際交差点

新交差点

・見通しの良い付替え道路との道路接続

・敷地外周に歩道状公開空地
・貫通通路と緑地を配置

・建築物の高さ制限
・壁面の位置の制限

歩道状公開空地イメージ

新設道路の断面図

・歩道の設置

約2.3ha

約0.2ha

約0.4ha

約36,000㎡

・適正な駐車台数の確保

368台➡約420台

８階程度

４階程度



約35ｍ

北 南

• 新病院の断面イメージ

1F

2F

3F

4F

5F

6F

7F

8F
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想定最大規模の降雨とは

• 現状の科学的知見や研究成果を踏まえ、利用
可能な水理・水文観測、気象予測等の結果を
用い、現時点において想定し得る最大規模の
降雨

• 発生頻度は極めて小さい事象であるが実際に
発生する可能性はある
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想定最大規模
（1/1000※）

342㎜/24ｈ 137㎜/ｈ

H14.9.30 ― 77㎜/ｈ

R1.10.12 240㎜/24ｈ 30㎜/ｈ

※毎年1/1000の確率でこの規模の雨が降る

R1.10.12
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幹線道路の冠水
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幹線道路の冠水
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県
道
74

号

山王川

想定最大規模の病院の
建物部分の浸水深は
0.1～0.4ｍ程度

想定最大規模の病院の
建物以外の部分の浸水深は

0.5～1.1ｍ程度

病棟

中央診療棟

外来診療棟

駐車場

▼1階床レベル

＝５ｍレベル
▼ ▼

※地盤が低い部分があるため、
浸水深が高めとなっている

病棟中央診療棟



（参考）市立病院周辺の最大浸水深
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1.31

0.52

0.7

1.3

1.6

0.5

高低差 0.6～1.1ｍ

病院敷地

住宅地
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• 浸水対策（建物本体）

1F

2F

3F

4F

5F

6F

7F

8F

地下階を設けない
浸水深を想定した
１階床レベルの設定

出入り口に
止水板の設置

受変電設備や非常用発電設備など
の電気設備は、2階以上に置く



• 周辺道路冠水時の病院アクセス①
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※基本設計等により変更する場合があります。

久野川橋際交差点

約2.3ha

約36,000㎡

８階程度

４階程度

ヘリポートの整備

医師・看護師宿舎を隣接



さがみ信用金庫

久野郵便局

新設道路

新病院
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県
道
74
号

• 周辺道路冠水時の病院アクセス②

↓市役所

ゴムボートの保有
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地域全体が浸水しても

２４時間３６５日途切れることなく

医療を行うための措置を講じる



35



36



37



38



39



40



41

設計者・施工者選定にあたっては

低騒音の観点も審査の基準とするなど

工事中の騒音低減と管理に努める

騒音計 騒音管理
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• 現在の建物は、新耐震基準に基づく耐震基準には適合
している。

• 大地震等の際、医療機器が損傷して機能を果たせなく
なる危険性があるため、新病院は免震構造とする。

耐震 建物が倒壊しないことが主な目的なので、地震の揺れがダイレクトに建物に伝わる。
建物自体の揺れや損傷はもとより、家具の倒壊や物の落下などが起こる危険性があ
る。

免震 建物が地盤の揺れに伴って振動せずに反作用で移動するため、建物自体の揺れ、変
形、損傷や建物内の被害が大きく減少する。
そのことによって、家具の倒壊や物の落下の危険性を最大限抑えることができるの
で、高い確率で地震による二次被害を防ぐことができる。

• 地震対策



４．建設工事期間中の利用について
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• 工事期間中の駐車場

富士フイルムグラウンド
（約180台）

病院敷地等
（約200台）

●病院敷地内や近隣に約３８０台分を確保する（現368台）

420m
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• 工事期間中の患者動線等

※基本設計等により変更する場合があります。

院内保育所

富士フイルムグラウンドより

救急車両は、敷地北
西側から入り、救急
入口から患者を搬送

アプローチ道路の一
部等周辺環境を整備

工事エリアは仮囲いで 囲
み、工事車両は2箇所から
出入り

外来出入口は、病棟北側及
び外来診療棟東側に各１箇
所を配置

送迎車両は、敷地北西側から
入り、山王川沿いの市道を経
て、病棟北側の車寄せで乗降



５．スケジュールについて

46



年度

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 ６年目 7年目 8年目 9年目

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

都市
計画

新病院
整備

周辺環
境整備
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基本・実施設計

駐車場工事
外構工事

開業

建設工事 解体
基本計画
予備設計等

都市計画審議会

• スケジュール

引越



看護師宿舎(南)

看護師宿舎(北)

• 周辺環境整備（R２）
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解体・改修

文化財調査

道路測量設計


